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実験には健常な成犬98頭を用い， 上顎両側第 2 ， 第 3 小臼歯を実験対象とした。 全観察例につい





















が，その表面のアラサはいずれも 1μ 以下であった。また，鋳造冠と歯牙との接合部では，数 μ-10μ
のステップが確認された。
3) 鋳造冠の適合度は，冠と歯肉と支台歯との関係を in situ の状態で観察し，冠辺縁部における
合着用セメント層の厚さで表示した結果，平均 50μ となった。しかも，この値は，冠辺縁の設定位置
に関係がない乙とが明らかになった。
4) 鋳造冠辺縁を歯肉縁と同じ高さの位置に設定した場合。肉眼的には，冠装着後30 日で，冠辺縁
部に異物の停滞や歯肉縁頂部の鈍円化が認められた。組織学的には，歯肉縁頂部 l乙限局して，軽度の
慢性炎症性変化が表在性に認められた。
これは，歯肉縁頂部における鋳造冠表面への異物停滞が主な原因とおもわれる。
5 )鋳造冠辺縁を歯肉縁下に設定した場合。肉眼的には，冠装着後14 日で，冠辺縁部に異物停滞が
認められ，その後，歯肉縁頂部の鈍円化や発赤が認められた。組織学的には，歯肉縁下に設定された
冠辺縁部に達する深さに百嚢が形成され，慢性の炎症性変化が持続して認められた。
これは，冠表面とこれに接する歯肉の間に介在する間隙を介して，冠表面の歯肉縁頂部方向からの
刺激によって，鋳造冠に直接する歯肉全体に炎症が波及したものと考えられる。
以上全部鋳造冠に関して，材質による直接的な影響がなくても，歯牙エナメノレ質と金属である鋳造
冠との表面性状の差異により，生体組織との聞に親和性がなく，たまたま冠表面には異物が停滞し，
これが歯肉縁頂部方向からの刺激源となり，冠に直接する歯肉に慢性の炎症性変化をひきおこすこと
がわかった。
論文の審査結果の要旨
本研究は，全部鋳造冠を装着した場合の歯肉の変化を組織形態学的立場から実験的に究明したもの
で，全部鋳造冠辺縁の設定条件の差異が歯肉に及ぼす影響について，重要な知見を得た価値ある業績
である。
よって，本破究は歯学博土の学位を得る資格があると認める。
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